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会派代表質問

小
倉 

利
昭
　
議
員

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
・

未
来
に
夢
の
あ
る
大
網
白
里
を
め
ざ
し
て

自
　
　
　
民

個人質問

佐
久
間 

久
良
　
議
員

農
業
者
が
20
年
で
３
分
の
１
に
激
減

地
域
課
題
解
消
は
有
機
農
業
に
あ
る

日
本
共
産
党

問　

本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
千
葉
県
は
地
震
発
生
か
ら

こ
こ
ま
で
の
間
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し

て
き
た
の
か
。

答　

１
月
４
日
に
防
災
危
機
管
理
部
職
員

３
名
を
先
遣
隊
と
し
て
派
遣
し
て
以
降
、

２
月
19
日
時
点
で
、
千
葉
県
県
職
員
２
２

５
名
、
市
町
村
職
員
１
８
４
名
が
避
難
所

運
営
や
住
家
被
害
認
定
調
査
、
医
療
、
保

健
活
動
、
給
水
活
動
な
ど
に
当
た
っ
て
お

り
ま
す
。

問　

２
つ
目
の
質
問
と
し
て
、
本
市
で
は

独
自
の
支
援
は
行
っ
た
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
に
、
千
葉
県
よ
り
応
援
派

遣
要
請
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
５
日

間
、
市
職
員
２
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
支
援
ナ
ー
ス
と
し
て
、
国

保
大
網
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
１
名
を

４
日
間
、
穴
水
町
に
派
遣
し
ま
し
た
。

問　

次
に
農
業
振
興
に
つ
い
て
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
の

か
、
そ
し
て
「
地
域
計
画
」
へ
と
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
か
。

答　

は
じ
め
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、

地
域
農
業
に
お
け
る
中
心
と
な
る
経
営
体

や
地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の
在
り
方

な
ど
、
農
業
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
話

し
合
い
を
通
じ
て
現
況
把
握
等
を
行
い
、

地
域
の
担
い
手
等
へ
の
農
地
集
積
、
集
約

化
な
ど
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用

の
方
針
を
示
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
計
画
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
お

け
る
農
地
の
集
約
化
等
に
向
け
た
取
り
組

み
を
加
速
化
す
る
た
め
令
和
５
年
４
月
に

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
が
行

わ
れ
、
農
地
各
筆
ご
と
に
今
後
の
耕
作
意

向
を
踏
ま
え
目
指
す
べ
き
農
地
利
用
の
在

り
方
を
目
標
地
図
と
し
て
作
成
す
る
な
ど
、

よ
り
具
体
的
に
将
来
の
農
地
利
用
の
方
向

性
を
定
め
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

で
は
、
こ
の
地
域
計
画
が
本
市
で
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
市
で
は
地
域
計
画
策
定
に
向

け
て
、
農
地
所
有
者
を
対
象
と
し
て
、
お

お
む
ね
５
年
か
ら
10
年
後
の
農
地
利
用
の

意
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
市
内

６
地
区
に
分
け
て
順
次
実
施
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
が
終
了
し
た
地
区
に
お
い
て

は
、
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
協
議
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
順
次
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、

農
地
所
有
者
や
担
い
手
と
な
る
農
業
者
と

市
、
千
葉
県
、
農
業
委
員
会
の
ほ
か
、
土

地
改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
農
業

関
係
機
関
に
よ
る
座
談
会
等
の
話
し
合
い

を
行
い
、
地
域
の
課
題
や
地
域
内
の
農
業

の
担
い
手
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
目
指
す
べ

き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
し
た

目
標
地
図
を
含
め
た
地
域
計
画
の
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

次
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
概
要
と
、

本
市
の
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

答　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

省
力
化
、
精
密
化
や
高
品
質
生
産
の
実
現

等
を
推
進
し
て
い
る
新
た
な
農
業
へ
の
取

り
組
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
者
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業

へ
の
導
入
状
況
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
施

設
園
芸
用
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
調
整
な
ど
の

栽
培
環
境
の
最
適
化
に
よ
る
収
量
、
品
質

の
安
定
を
図
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置

や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
、
肥
料
散
布
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
引
き

続
き
導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
農
業
者
へ

必
要
な
情
報
提
供
や
情
報
共
有
し
た
上
で
、

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
係
る
国
・
県
の
補

助
事
業
の
活
用
支
援
策
な
ど
、
普
及
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
の
食
と
農
業
が
深
刻
な
状
況
で
あ

る
。
昨
年
末
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
食

の
防
衛
線
」
は
、
生
産
が
危
機
的
事
態
と

な
り
、
食
の
安
定
供
給
を
堀
り
崩
し
て
い

る
現
実
を
リ
ア
ル
に
描
き
注
目
を
集
め
た
。

　

三
菱
総
研
は
、
農
家
の
激
減
で
現
在
、

自
給
で
き
て
い
る
米
も
２
０
４
０
年
に
は

１
５
６
万
ト
ン
供
給
不
足
に
な
る
と
推
計
。

主
食
の
米
で
さ
え
国
民
に
届
か
な
く
な
る

危
険
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

問　

農
業
従
事
者
の
人
数
お
よ
び
経
営
の

個
体
数
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

答　

本
市
の
農
業
従
事
者
数
は
、
２
０
０

０
年
が
４
，
６
８
４
人
、
05
年
３
，
３
２

５
人
、
10
年
２
，
７
５
４
人
、
15
年
２
，

０
９
５
人
、
20
年
１
，
４
９
５
人
。

　

次
に
、
農
業
経
営
体
数
は
、
２
０
０
０

年
が
１
，
６
７
７
、
05
年
が
１
，
２
１
４
、

10
年
が
１
，
０
２
５
、
15
年
が
８
５
８
、

20
年
が
６
４
５
経
営
体
で
す
。

問　

か
な
り
の
規
模
で
減
っ
て
い
る
。
営

農
相
談
な
ど
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

新
規
就
農
者
や
希
望
者
に
対
し
、
農

業
経
験
の
有
無
、
就
農
の
動
機
、
希
望
品

目
や
経
営
規
模
な
ど
把
握
し
、
必
要
な
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
認
定
新
規
就
農

者
の
営
農
計
画
作
成
等
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
助
言
や
営
農
計
画
の
作

成
支
援
を
合
同
で
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
必
要
な
指
導
・
助
言
等
を
行
う
な

ど
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

問　
「
日
本
農
業
新
聞
」
で
、
一
見
す
る

と
農
業
と
無
関
係
な
地
域
課
題
の
解
決
に

有
機
農
業
が
役
立
っ
て
い
る
と
あ
る
。

　

そ
の
地
域
課
題
の
一
つ
の
人
口
減
少
を

例
に
、
都
会
に
住
む
若
い
世
代
は
地
方
へ

の
移
住
を
考
え
て
い
る
人
は
多
い
。
彼
ら

は
自
分
で
食
べ
る
野
菜
、
そ
し
て
米
を
自

分
で
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
有
機

農
業
に
関
心
が
高
い
。
そ
ん
な
若
い
人
た

ち
を
呼
び
込
も
う
と
、
移
住
対
策
と
し
て

有
機
農
業
を
取
り
入
れ
る
自
治
体
が
多
く

な
っ
た
。

　

学
校
給
食
で
、
地
元
産
の
有
機
農
産
物

を
取
り
入
れ
る
有
機
給
食
は
、
市
町
村
が

や
る
気
に
な
れ
ば
実
現
で
き
る
。
我
が
ま

ち
は
子
ど
も
の
健
康
と
食
を
大
事
に
し
て

い
る
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
で
も
あ
る
し
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
す
る
。

　

日
本
の
農
業
や
食
の
大
切
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、

教
育
長
の
考
え
を
う
か
が
い
た
い
。

教
育
長　

有
機
農
業
は
、
環
境
に
配
慮
し

た
栽
培
法
で
、
土
壌
環
境
や
生
物
の
多
様

性
な
ど
生
態
系
を
守
る
と
と
も
に
、
健
康

に
よ
い
食
品
の
生
産
、
流
通
、
消
費
な
ど

理
解
を
深
め
、
食
品
を
選
択
す
る
力
や
食

べ
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
む
食
育

の
視
点
か
ら
も
意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

価
格
が
抑
え
ら
れ
、
必
要
数
量
を
確
保

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
学
校
給
食
に
検
討

で
き
る
が
、
現
状
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
導
入
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
給
食
は
、
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、

市
内
の
農
家
が
作
っ
た
米
や
野
菜
等
を
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
す
み
市
は
、
有
機
農
産
物
を
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
有
機
農
業
者

が
ゼ
ロ
か
ら
４
年
間
で
産
地
を
形
成
す
る

ま
で
に
至
っ
た
。
そ
し
て
新
規
就
農
希
望

者
の
増
加
等
が
み
ら
れ
た
。

　

有
機
農
業
は
、
市
が
や
る
気
に
な
れ
ば

い
く
ら
で
も
で
き
る
状
況
だ
と
思
う
し
、

も
う
一
つ
は
価
格
保
証
が
や
は
り
必
要
。

　

だ
か
ら
い
す
み
市
で
は
有
機
米
を
価
格

保
証
と
し
て
、
一
俵
当
た
り
一
万
一
千
円

の
米
を
付
加
価
値
を
付
け
、
２
万
円
と
し
、

全
量
を
仕
入
れ
た
。

　

支
援
事
業
を
補
助
金
等
も
使
っ
て
農
業

振
興
を
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

斉
藤 

完
育 

議
員

関
連
質
問

問　

本
市
に
お
け
る
病
児
・
病
後
児
保
育

の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

病
児
保
育
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
市

内
で
行
っ
て
い
る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

病
後
児
保
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
の
保
育
園
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問　

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
き
ま
し
て
、

今
後
の
見
通
し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
整
備
を
図
る
上
で
大
変
重
要
な
施
策

の
１
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
会
派
自
民
の
金
森
浩
二
と
申
し
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問　

路
線
バ
ス
の
維
持
確
保
に
つ
い
て

　

維
持
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
な
っ
て
い
る
の
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　

市
で
は
事
業
者
に
支
援
金
の
交
付
や
、

学
生
へ
の
通
学
定
期
の
一
部
補
助
等
、
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

問　

公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

　

み
ず
ほ
台
を
含
む
瑞
穂
地
区
全
体
に
公

共
交
通
が
無
い
と
い
う
現
状
を
ど
う
捉
え
、

展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　

現
在
、
市
内
で
交
通
空
白
地
域
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
瑞
穂
地
区
、
大
網
地
区
、

山
辺
地
区
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
公
共
交
通
の
在
り
方
を
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問　

高
齢
者
の
外
出
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
外
出
、
買
い
物
支
援
と
し
て

現
在
の
対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
要
介
護
、
要
支

援
者
の
福
祉
有
償
運
送
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

主
体
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
他
、
医
療
法
人

の
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

買
い
物
支
援
は
、
３
事
業
所
が
40
か
所

で
移
動
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育
の
市
民
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
現
状
も
踏
ま
え
、
助
成
金

や
補
助
金
な
ど
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

税
収
に
占
め
る
個
人
市
民
税
の
比
率
が

高
い
本
市
に
お
い
て
、
人
口
増
加
、
少
な

く
と
も
現
状
の
維
持
を
目
指
し
て
い
く
た

め
に
は
生
産
年
齢
人
口
の
移
住
・
定
住
が

必
要
で
す
。
受
け
入
れ
て
か
ら
考
え
る
、

場
当
た
り
的
に
対
応
策
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
逆
算
思
考
で
目
標
達
成
を
考
え
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
見
直
し
な
が
ら
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
待
機
児
童
に
関
し
て
の
質

問
を
致
し
ま
し
た
。

金
森 

浩
二 

議
員

関
連
質
問

土
屋 

忠
和 

議
員

関
連
質
問

○
南
今
泉
南
部
緑
地
広
場
の
公
園
化
に
つ

い
て
質
問
を
致
し
ま
し
た
。
中
央
海
岸
の

海
辺
の
散
歩
か
ら
途
中
寄
れ
て
ブ
ラ
ン
コ

や
滑
り
台
等
を
利
用
し
、
子
ど
も
達
が
遊

び
、
憩
え
る
空
間
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

○
白
里
海
水
浴
場
監
視
塔
新
設
に
つ
い
て

質
問
を
致
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
、
若
人

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
心
を
癒
す
魅
力
あ
る

シ
ン
ボ
ル
を
再
建
し
た
い
。
私
の
願
い
！

新設された場合の白里海水浴場
監視塔のイメージ図

南今泉南部緑地広場公園化の
イメージ図


